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■
こ
れ
か
ら
の
大
学
の

在
り
方

学
生
像
の
変
化
や
、
社
会
の
ニ
ー
ズ

な
ど
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
大

学
の
在
り
方
に
つ
い
て
お
考
え
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

わ
が
国
の
１８
歳
人
口
が
次
第
に
減

少
し
て
い
る
中
で
、
多
く
の
若
者
が

大
学
に
進
学
し
て
い
る
現
在
、
全
国

に
は
国
公
立
を
含
め
て
７
５
４
校
の

大
学
が
存
在
し
ま
す
。
如
何
に
し
て

こ
の
状
況
の
中
で
生
き
残
っ
て
い
く

か
は
全
て
の
大
学
に
課
せ
ら
れ
た
課

題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
学
は
専
門
知
識
の
み
な
ら
ず
、

教
養
と
人
間
形
成
の
場
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本

来
、
大
学
は
知
能
で
あ
り
、
問
題
を

解
決
し
て
く
れ
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
は
、
大

学
個
々
の
特
徴
、
ユ
ニ
ー
ク
さ
や
、

良
さ
等
を
打
ち
出
す
こ
と
が
極
め
て

大
事
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
将
来
の

知
・
財
は
大
学
が
担
う
、
つ
ま
り
大

学
は
先
見
性
を
持
つ
こ
と
が
生
き
残

り
の
最
大
の
要
点
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

生
き
残
り
の
た
め
に
は
、
画
一
的

で
は
だ
め
で
、
特
徴
を
持
つ
こ
と
、

大
学
の
魅
力
を
有
す
る
こ
と
に
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

今
の
世
の
中
は
、
地
球
規
模
で
環

境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
を
も
た
ら
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
２１
世
紀
を
よ
り
豊
か
な
社
会
に

し
て
い
く
た
め
に
は
、
工
学
に
携
わ

る
者
は
地
球
の
存
亡
に
関
わ
る
諸
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
科
学
技
術
の

面
か
ら
社
会
へ
貢
献
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

本
学
で
も
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
鋭
意
努
力
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
幸
い
、
本
学
の
特
徴

は
、「
も
の
づ
く
り
」
を
基
本
に
し

た
教
育
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

地
球
の
諸
問
題
を
解
決
し
て
い
く
科

学
技
術
を
身
に
つ
け
た
人
材
を
育
て

て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
物
資
の

豊
富
な
世
の
中
に
育
っ
た
若
者
に
対

し
、
如
何
に
し
て
「
も
の
づ
く
り
」

の
セ
ン
ス
、
工
学
的
セ
ン
ス
を
育
て

る
か
、
如
何
に
し
て
考
え
・
工
夫
す

る
か
を
教
育
し
て
い
く
か
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
即
ち
、
社

会
の
問
題
の
視
点
か
ら
大
学
を
見
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
こ
と
が
、

地
域
へ
の
貢
献
、
社
会
へ
の
貢
献
、

あ
る
い
は
国
際
貢
献
へ
と
繋
が
っ
て

い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

平
成
２１
年
４
月
よ
り
、
長
崎
総
合
科
学
大
学

第
１６
代
学
長
に
貴
島
勝
郎
氏
が
就
任
。

就
任
に
あ
た
り
抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

貴島新学長
インタビュー
これからの長崎総合科学大学
『NiAS（ニアス）ビジョン』

１

宮崎県出身。工学博士。九州大学名誉教授。専門は
船舶工学。１９７８年４月～９月デルフト工科大学（オ
ランダ）、同年１０月～１９７９年３月マサチューセッツ
工科大学（アメリカ）で客員教授として船舶操縦性
能に関する理論的研究に従事。日本造船学会理事。
日本航海学会評議員。国際海事機関（IMO）の国際
会議では日本政府代表として船の操縦性能基準を策
定。また、国際試験水槽会議（ITTC）操縦性技術委
員会委員長、日本学術振興会「海上輸送に関するア
ジア交流事業」協力大学委員などを歴任する。現在
は日本船舶海洋工学会名誉員。

NEW NiAS

●１９６７年３月 九州大学工学部造船学科卒業
●１９７２年３月 九州大学大学院工学研究科造船学専攻博士課程修了
●１９７２年４月 九州大学工学部造船学科講師
●１９７４年６月 九州大学工学部造船学科助教授
●１９８６年１２月 九州大学工学部造船学科教授
●２００７年３月 九州大学定年退職／九州大学名誉教授
●２００７年４月 長崎総合科学大学工学部船舶工学科特任教授
●２００８年６月 学校法人長崎総合科学大学理事
●２００９年４月 第１６代学長に就任

学長 貴島 勝郎 （Kijima Katsuro）

プロフィール

略 歴
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■
本
学
が
進
む
べ
き
方

向
と
目
指
す
べ
き
ポ

ジ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

■
先
ず
、
ど
の
様
な
こ

と
に
着
手
す
る
の
か

■
本
学
の
学
生
に
対
す

る
メ
ッ
セ
ー
ジ

�日本高等教育評価機構とは

本
学
の
「
強
み
（
特
徴
や
魅
力
）」

と
「
弱
み
（
課
題
）」
は
何
で
す
か
。

ま
た
、
本
学
が
目
指
す
べ
き
方
向
と

ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
お
考
え
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

本
学
に
は
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
に
関
し
て
、
草
木
や
雑
草
等
を
資

源
と
し
た
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研

究
が
あ
り
ま
す
。
現
在
こ
の
成
果
は

実
用
化
に
向
け
た
研
究
開
発
が
進
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
研
究
は

わ
が
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
り
、

近
い
う
ち
に
実
用
化
の
成
果
が
得
ら

れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
こ
れ
は
本
学
の
大
き
な
特

長
で
も
あ
り
、
大
き
な
強
み
で
も
あ

り
ま
す
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
バ

イ
オ
マ
ス
や
食
料
問
題
、
食
の
安
全

性
な
ど
を
研
究
課
題
の
柱
と
し
て
、

学
内
で
の
包
括
的
な
研
究
に
発
展
さ

せ
、
大
学
全
体
と
し
て
研
究
の
大
き

な
力
を
生
み
出
す
方
向
に
持
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
柱
で

あ
る
学
生
第
一
主
義
を
基
本
に
学
生

の
学
力
向
上
と
と
も
に
、
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
充
分
に
こ
た
え
ら
れ
る
人

材
の
育
成
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
本
学
に
は
、「
Ｎ
ｉ
Ａ
Ｓ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
中
心
と
し
た
全

学
的
な
「
も
の
づ
く
り
教
育
」
を
推

進
し
て
お
り
、
学
生
主
体
に
よ
る
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す

る
国
際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認

証
取
得
と
環
境
活
動
に
よ
る
地
域
づ

く
り
の
連
携
、
海
辺
に
隣
接
す
る
大

学
の
特
性
を
生
か
し
た
「
海
洋
ス

ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
と

す
る
教
育
の
推
進
等
々
、
大
き
な
特

徴
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
工
学
部
電
気
電
子
工
学

科
の
医
療
電
子
コ
ー
ス
に
お
い
て
臨

床
工
学
技
士
を
育
て
る
教
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。
臨
床
工
学
技
士
と
は
最

新
の
医
療
現
場
で
チ
ー
ム
医
療
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
生
命
維
持
管
理
装
置

を
操
作
す
る
専
門
技
術
者
で
す
。
医

療
電
子
コ
ー
ス
で
は
、
臨
床
医
学
の

知
識
を
体
系
的
に
学
び
、
同
時
に
電

気
、
電
子
、
機
械
、
計
測
な
ど
の
工

学
分
野
の
知
識
と
技
術
を
基
礎
か
ら

学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
医
療
従
事
者
と

し
て
総
合
的
な
能
力
を
身
に
付
け
医

療
の
第
一
線
で
活
躍
で
き
る
人
材
の

育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
強
み
」「
弱
み
」
や
、
進
む
べ
き
方

向
を
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
教
育
、

研
究
活
動
に
お
け
る
、
具
体
的
な
実

行
計
画
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
に

つ
い
て
お
話
く
だ
さ
い
。

教
育
に
関
し
て
先
ず
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
教
員
一
人

ひ
と
り
が
担
当
し
て
い
る
講
義
に
お

い
て
、
学
生
に
理
解
し
て
も
ら
う
講

義
、
分
か
り
や
す
い
講
義
を
す
る
こ

と
に
努
め
る
こ
と
で
す
。
現
在
の
社

会
が
求
め
て
い
る
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、

講
義
内
容
が
相
応
し
い
か
、
基
礎
的

な
部
分
は
充
分
か
、
先
端
的
な
部
分

も
含
ま
れ
て
い
る
か
等
々
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
内
容
を
見
直
し
て
検
討
す

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
学

生
自
身
が
充
分
自
信
が
つ
く
よ
う
に

教
育
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
本
学
の
知
名
度
の
向
上
を

図
る
べ
く
、
産
官
学
連
携
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
し
て
、
先
述
の
研
究
の
柱

を
基
礎
に
し
て
地
域
へ
の
貢
献
、
あ

る
い
は
社
会
へ
の
貢
献
に
直
結
す
る

よ
う
に
戦
略
的
研
究
の
実
施
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

本
学
の
一
番
の
弱
み
は
、
知
名
度

が
低
い
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
研
究
成
果
を
社
会
へ
発

信
す
る
こ
と
や
、
教
育
の
成
果
を
強

力
に
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

学
生
に
期
待
す
る
こ
と
、
お
願
い
し

た
い
こ
と
な
ど
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

物
資
が
豊
か
な
時
代
に
育
っ
て
き

た
わ
が
国
の
若
者
に
と
っ
て
、
最
近

で
は
、
も
の
づ
く
り
に
関
す
る
興
味

や
セ
ン
ス
が
希
薄
な
学
生
が
多
い
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
�
も

の
づ
く
り
�
や
�
工
学
�
と
い
う
の

は
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
ば
か

り
で
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
期
待
し

た
い
こ
と
は
、
自
分
の
目
標
を
し
っ

か
り
と
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、

も
の
づ
く
り
全
般
の
事
柄
に
興
味
を

持
つ
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
工
学
的

セ
ン
ス
を
育
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
物
理
的
な
現
象
や
も
の
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
の
解
明
に
興
味
を

持
つ
こ
と
が
工
学
的
セ
ン
ス
を
育
む

こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

長崎総合科学大学は�日本高等教育評価機構の平成２０年度大学機関別認証評価において、同機構が定める
大学評価基準を満たしていると認定されました。認定期間は平成２０年（２００８年）４月１日から平成２７年（２０１５

年）３月３１日まで。

私立大学等に対して第三者評価を行う評価機関。平成１６年４月よりすべての大学は教育研究水準の向上に

資するため、教育研究、組織運営及び施設設備等について総合的な状況に関し、政令で定める期間（７年以

内）ごとに、文部科学大臣が認証する評価機関の実施する認証評価を受けることが義務付けられている。

大学認証評価
日本高等教育評価機構より
認定される
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平
成
２１
年
度
長
崎
総
合
科
学
大
学
入
学
式
が
４
月
２
日
�
、

本
学
体
育
館
に
て
挙
行
さ
れ
た
。

今
年
度
よ
り
開
設
さ
れ
た
「
環
境
・
建
築
学
部
」
の
１
期

生
を
含
む
大
学
院
、
学
部
並
び
に
別
科
日
本
語
研
修
課
程
の

新
入
生
の
入
学
が
貴
島
勝
郎
学
長
よ
り
許
可
さ
れ
た
。

入
学
式
で
は
、
貴
島
学
長
よ
り
、「
個
人
個
人
が
確
か
な

目
標
、
自
分
の
進
む
べ
き
目
標
を
持
ち
、
こ
の
大
学
で
大
い

に
知
性
を
磨
き
、
自
己
研
鑽
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と

の
式
辞
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、
行
�
威
夫
理
事
長
よ
り
、「
建

学
の
精
神
で
あ
る
「
自
律
自
彊
、
実
学
実
践
、
創
意
創
新
、

宇
内
和
親
」、
大
学
の
理
念
で
あ
る
「
人
類
愛
の
存
す
る
と

こ
ろ
技
術
へ
の
愛
も
ま
た
存
す
る
」
を
心
に
抱
き
つ
つ
、
一

生
に
一
度
し
か
な
い
人
生
、
青
春
を
謳
歌
し
、
有
意
義
な
学

生
生
活
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と
の
祝
辞
が
あ
っ
た
。
引
き

続
き
、
平
田
裕
次
学
生
自
治
会
執
行
委
員
長
（
工
学
部
建
築

学
科
２
年
生
）
よ
り
「
大
き
く
飛
躍
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
こ

の
大
学
生
活
で
掴
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
大
学
院
生
代
表
の
江
口
昭
仁
さ
ん
（
修
士
課
程

電
子
情
報
学
専
攻
）、
学
部
生
代
表
の
平
野
秀
明
さ
ん
（
工

学
部
船
舶
工
学

科
）、
留
学
生

代
表
のN

guen
T

ruong
Sang

さ
ん
（
情
報
学

部
経
営
情
報
学

科
、
ベ
ト
ナ
ム

出
身
）
の
３
名

よ
り
挨
拶
が

あ
っ
た
。
最
後

に
新
入
生
を
代

表
し
て
道
脇
響

子
さ
ん
（
情
報

学
部
経
営
情
報

学
科
）
が
「
専

門
の
知
識
を
深

く
学
び
自
ら
の

可
能
性
を
広
げ

社
会
に
貢
献
で

き
る
人
間
に
な

り
た
い
」
と
宣

誓
し
た
。

学生自治会
執行委員会

新
入
生
歓
迎
行
事
が
開
催
さ
れ
る

４
月
１１
日
�
午
前
９
時
よ
り
、
本
学
グ
リ
ー

ン
ヒ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館
及
び
シ
ェ
ス
タ
広

場
に
お
い
て
、
学
生
自
治
会
主
催
に
よ
る
「
新

入
生
歓
迎
行
事
」
が
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
新
入
生
を
歓
迎
す
る
か
の
よ
う
な

晴
天
に
恵
ま
れ
、
新
し
い
仲
間
を
迎
え
て
、
部

活
動
・
サ
ー
ク
ル
紹
介
、
新
極
真
空
手
道
部
や

空
手
部
に
よ
る
演
舞
、
軽
音
部
、
音
楽
部
に
よ

る
歓
迎
演
奏
等
が
行
わ
れ
た
。

会
場
に
は
各
学
部
学
科
の
ブ
ー
ス
の
ほ
か
、

体
育
会
、
文
化
会
の
ク
ラ
ブ
紹
介
ブ
ー
ス
も
設

置
さ
れ
、
新
入
生
を
は
じ
め
、
在
学
生
、
教
職

員
が
交
流
を
深
め
た
。

学生自治会の新役員の決定にともない、１月２３日�、学生自治会と大学
教職員との対面式が学内で執り行われた。
○新しい学生自治会執行委員会の特徴
ユニークでフレンドリー、開放的。

○今後の目標
１．部活動、サークル活動の活性
化に向けて、現状の見直しとサ
ポートを推進していく。

２．先輩達を上回れるように、大
学の更なる繁栄のため全力を尽
くす。

○学生自治会執行委員会からの
メッセージ
メンバーを募集しているので、
一緒に頑張りましょう！
学生の皆さん、教職員の皆さ
ん、今後ともご協力をお願い
します。
委 員 長 平田 裕次君
副委員長 島内 將吉君
書記局長 穴井 渉也君
会計局長 平野 和成君
学友局長 嶋本 祥一君
情宣局長 林 雅大君
（いずれも工学部建築学科２
年生）

NEW NiAS
「環境・建築学部」１期生入学

長長崎崎総総合合科科学学大大学学入入学学式式

２

NEW NiAS３

学生自治会執行委員の皆さん

委員長の平田裕次君（右）と副委員長の
島内將吉君（左）

宣誓を述べる道脇響子さん（左）

入学式の様子

元気で仲良し！環境・建築学部建築学科の新入生

晴天に恵まれた新入生歓迎行事

クラブ活動勧誘の様子
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□
平
成
２１
年
４
月
よ
り
、
本
学
に
新
た
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
加
わ
っ
た
教
職
員
の
皆
様
を
紹
介
。

�澁佐雄一郎
（しぶさ ゆういちろう）

�共通教育センター
准教授

�スポーツの TV観戦、
球技

�理論を研究してきた経
験を使い、物理、数学

をわかりやすく伝えられればと思っています。

物理の理論について興味があれば質問して下

さい。

�澁谷 顕一
（しぶや けんいち）
�共通教育センター
准教授

�スポーツ観戦等
�脳科学と運動生理学が
専門です。これまでそ
の知見を用いてボート
競技日本代表チームをはじめ、様々なチーム
と関わってきました。その経験を生かし、水
上スポーツに限らず様々なスポーツの競技の
向上のための支援を行いたいと考えておりま
す。スポーツ科学的測定、支援などご相談い
ただけたらと思います。

�田中 僚
（たなか りょう）

�工学部電気電子工学科
助教

�登山、球を使わないス
ポーツ、アマチュア無

線

�教員としては一年生で
す。初年度いろいろあるかもしれませんが、

一緒に成長していきましょう。よろしくお願

いします。

（ちなみに本学の卒業生です。何か相談事が

あったらいらして下さい。）

�松林修一郎
（まつばやし しゅういちろう）

�附属高等学校
常勤講師

�読書、買い物、球技ス
ポーツ

�命には限りがある。そ
の限られた命を何に使

うか…。

私は「生徒」、「教育」のために使いたいと思

います。

どうぞ宜しくお願い致します。

�荒木 則之
（あらき のりゆき）

�入試広報課
（長崎事務所所長）

�読書（乱読）、カメラ
（乱写？）

�本学の魅力（先生方の
最先端の研究成果や学

生の皆さんの学ぶ姿等々）を広く外に伝え、

沢山の学生が集う大学であることを願って務

めたいと思っています。

�森 剛
（もり つよし）
�学生生活支援センター
長

�ウォーキング、ゴルフ、
読書、音楽を聴くこと

�ビジネスマン生活で
培った経験を生かして、
若い皆さんのサポート
をしたいと思っています。
ご相談したい事がある方も、そうでない方も、
学生生活支援センターのドアをノックしてみ
てください。出会いを大切にして良いご縁を
つくっていきたいと思います。

NEW NiAS４
大 学 教 員 大 学 教 員

高 校 教 員 大 学 教 員

大 学 職 員 大 学 職 員

新新新
任任任
教教教
職職職
員員員
紹紹紹
介介介

ＮＮ
ＥＥ
ＷＷ
ＦＦ
ＡＡ
ＣＣ
ＥＥ
�
名
前

�
所
属
・
職
名

�
趣
味
・
特
技
な
ど

�
抱
負
な
ど
一
言
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祝祝祝
大
学
院
学
位
記
授
与
式
、
学
部
卒
業
式

並
び
に
別
科
修
了
式
が
挙
行
さ
れ
る

３
月
１４
日
�
本
学
体
育
館
に
お
い
て
、
平

成
２０
年
度
の
大
学
院
学
位
記
授
与
式
、
学
部

卒
業
式
並
び
に
別
科
修
了
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

式
で
は
、
大
学
院
生
並
び
に
学
部
生
に
学

位
記
、
別
科
生
に
修
了
証
書
が
林
一
馬
学
長

よ
り
授
与
さ
れ
た
。
続
い
て
、
学
長
よ
り
、

俳
人
・
松
尾
芭
蕉
の
言
葉
「
不
易
流
行
」
を

も
と
に
、「
激
動
の
時
代
に
は
、
変
わ
ら
ざ

る
も
の
と
日
々
変
革
を
求
め
る
双
方
の
態
度

が
大
切
で
あ
り
、
こ
の
志
を
も
っ
て
自
ら
２１

世
紀
を
切
り
拓
い
て
く
だ
さ
い
」
と
の
式
辞

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
在
学
生
を
代
表
し
て
学

生
自
治
会
執
行
委
員
長
の
平
田
裕
次
君
が
祝

辞
を
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
学
院
生

を
代
表
し
て
、
松
島
加
奈
さ
ん
、
学
部
生
を

代
表
し
て
、
松
田
真
由
美
さ
ん
、
別
科
生
を

代
表
し
て
、
鄭
才
美
さ
ん
（
韓
国
）
が
そ
れ

ぞ
れ
答
辞
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
学
部
生
、
大
学
院
生
の
優
秀
な

研
究
に
対
す
る
学
会
表
彰
が
執
り
行
わ
れ
た
。

今
年
度
は
情
報
学
部
１
期
生
を
含
め

３
１
８
名
が
学
び
舎
を
巣
立
っ
た
。

大
学
院
で
は
、
社
会
人
５
名
が
博
士
の
学

位
記
を
授
与
さ
れ
た
。
特
に
、
大
学
院
工
学

研
究
科
博
士
課
程
総
合
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

の
馬
場
脩
氏
は
６２
歳
。
今
回
の
授
与
式
に
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
よ
り
来
崎
さ
れ
た
。

式
後
に
は
、
同
窓
会
に
よ
る
祝
賀
会
が
学

内
食
堂
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

博士課程総合システム工学専攻
論文題目

『SPB方式 LNG船アルミニウム合金タンクの溶接
継手品質向上に関する研究』

『溶接構造物隅肉溶接継手止端部疲労強度の簡易評
価法に関する研究』

『厚鋼板の微視組織制御による疲労き裂進展抑制に
関する研究』

『高温ガス炉水蒸気改質装置の性能評価に関する研
究』

『蒸気タービン翼列における二次流れ発生機構とそ
の制御に関する研究』

氏 名

○馬場 脩氏

○井上 克明氏

○中島 清孝氏

○清水 明氏

○堤 雅�氏

高橋 一暢君

塩塚 信人君

野上 貴史君

小平 保文君
吉本 浩輔君
吉本 浩輔君
池田 康喜君
吉田 昌平君
松本 賢人君
里 亜起帆さん

秀島 徹君
松尾 一要君

永浦 尊信君

溝口 和也君
佐藤かおりさん

末永 拓也君
菅井 隆之君
島崎 敬太君
吉田 司君
山口 拡君

（生産技術
学専攻）
（電子情報
学専攻）
（生産技術
学専攻）

日本船舶海洋工学会 奨学褒賞
日本機械学会 畠山賞
溶接学会 奨学賞
電子情報通信学会 九州支部長表彰
電気学会 九州支部長賞
日本建築学会 九州支部長賞
日本都市計画学会 九州支部長賞
日本コンクリート工学協会

九州支部長賞
電子情報通信学会九州支部支部長表彰
（成績優秀賞）
日本経営工学会 優秀学生賞

日本経営工学会 九州支部長賞

長崎県中小企業団体 中央会賞

日本機械学会 三浦賞

電子情報通信学会
学術奨励賞

溶接学会 奨学賞

大学院
工学研究科

船舶工学科

機械工学科

電気電子情報
工学科

建築学科

知能情報学科

経営情報学科

卒卒業業

学位記授与 博士（工学）

答辞を述べる松島加奈さん

学 会 表 彰

６２歳で博士の学位記を授与される
馬場 脩氏
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ジーセッメ生業卒

私
に
と
っ
て
の
大
学
生
生
活
は
多
く
の
物
事

や
多
く
の
人
達
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
て

も
有
意
義
な
４
年
間
で
し
た
。

そ
れ
は
友
達
と
の
交
流
や
、
ア
ル
バ
イ
ト
の

先
輩
や
仲
間
、
先
生
方
と
の
関
わ
り
を
持
っ
た

こ
と
で
、
今
ま
で
は
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
考

え
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
度
に
自
分
は

気
づ
か
さ
れ
視
野
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

後
輩
の
皆
さ
ん
へ
、
一
日
一
日
を
友
達
や
仲

間
と
一
緒
に
大
切
に
過
ご
し
て
下
さ
い
。

私
は
こ
の
大
学
生
活
で
人
間
的
に
成
長
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
恵
ま
れ
た
友
人
達
に
出
会
う
事
が

で
き
、
先
生
方
の
お
力
添
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
後
輩
の
皆
さ
ん
に
も
、
楽
し
い

大
学
生
活
を
送
っ
て
欲
し
い
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
就
職
活
動
も
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

不
景
気
に
な
り
厳
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
自

分
の
や
り
た
い
事
や
興
味
が
あ
る
事
を
探
し
、

そ
の
目
的
達
成
の
為
に
努
力
し
て
下
さ
い
。
そ

う
し
た
ら
、
自
分
の
夢
に
一
歩
近
づ
く
と
思
い

ま
す
。

アカ ギ アキノリ

赤木 亮仁君
①工学部船舶工学科
②鹿町工業高校
③三菱重工業�長崎造船所

他
大
学
か
ら
の
大
学
院
入
学
で
、
初
め
は
解

ら
な
い
事
ば
か
り
だ
っ
た
私
も
学
部
生
を
指
導

し
た
り
、
後
輩
の
院
生
に
教
え
る
こ
と
が
出
来

る
様
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
来
れ
た
の
は

自
分
自
身
を
常
に
追
い
込
ん
で
来
た
こ
と
に
有

る
と
思
い
ま
す
。「
ど
う
に
か
な
る
さ
」
で
は

な
く
、「
ど
う
に
か
し
な
き
ゃ
」
と
考
え
る
事

が
大
切
な
の
だ
と
学
ん
だ
二
年
間
で
し
た
。

大
学
院
生
活
は
、
本
当
に
山
あ
り
、
谷
あ
り

で
し
た
が
、
今
後
の
長
い
人
生
を
生
き
抜
く
た

め
の
一
つ
の
試
練
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

私
は
大
学
生
活
の
４
年
間
で
、
学
業
の
他
に

も
ア
ル
バ
イ
ト
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
卒
業
研
究

な
ど
様
々
な
経
験
を
積
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

私
が
長
崎
で
過
ご
し
た
４
年
間
は
、
多
く
の
仲

間
や
先
輩
、
先
生
方
な
ど
に
支
え
て
も
ら
っ
た

４
年
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
大
学
は
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
で
き

る
場
所
で
す
。
４
年
間
は
長
く
も
短
く
も
な
く
、

全
員
に
平
等
に
与
え
ら
れ
る
時
間
で
す
。
皆
さ

ん
後
悔
の
な
い
よ
う
に
学
生
生
活
を
送
っ
て
下

さ
い
。

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
と
、
様
々
な
こ
と
を

経
験
で
き
た
４
年
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
成
功
す
る
こ

と
も
あ
れ
ば
、
失
敗
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
度
に
私
を
支
え
て
く
れ
た
友
人
の
お
陰
で
、

今
の
私
が
存
在
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

楽
し
い
こ
と
も
あ
れ
ば
、
辛
い
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
残
り
の
大
学
生
活
を
有
意
義

に
過
ご
し
、
た
く
さ
ん
の
友
人
と
笑
顔
で
卒
業

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
下

さ
い
。

大
学
生
活
を
４
年
間
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

と
て
も
あ
っ
と
い
う
ま
で
し
た
。

高
校
か
ら
の
友
達
も
多
く
、
ま
た
大
学
で
の
新

し
い
友
達
と
も
巡
り
会
え
て
、
と
て
も
充
実
し

た
、
楽
し
い
大
学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

大
学
４
年
間
の
中
で
は
、
就
職
活
動
が
一
番

大
変
で
し
た
。
後
輩
の
み
な
さ
ん
に
は
、
早
い

時
期
か
ら
熱
心
に
就
職
活
動
に
取
り
組
み
、
よ

り
自
分
の
志
望
す
る
会
社
へ
内
定
が
貰
え
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

イズミ ダ ヒロアキ

泉田 浩明君
①工学部機械工学科
②長崎総合科学大学附属高校
③協和機電工業�

タイラ カ オリ

平 香織さん
①工学部電気電子情報工学科
②北松西高校
③佐世保重工業�

大
学
生
活
で
の
一
番
の
思
い
出
は
、
沢
山
の
仲
間

や
後
輩
た
ち
と
出
会
い
、
一
緒
に
勉
強
し
た
り
遊
ん

だ
り
、
就
職
活
動
で
は
お
互
い
支
え
な
が
ら
一
生
懸

命
大
学
で
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
過
ご
し
た
事
で

す
。特

に
２
年
生
の
時
に
『C

areer
N

et
C

afe

』
と
い

う
就
職
や
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
サ
ー
ク
ル
に
入
り
、

学
部
、
学
年
を
飛
び
越
え
て
沢
山
の
仲
間
を
作
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

市
内
の
カ
フ
ェ
で
社
会
人
や
他
大
学
生
も
含
め
た

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
、
そ
の
あ
と
の
打
ち
上
げ

等
の
思
い
出
は
一
生
の
よ
い
思
い
出
で
す
。

様
々
な
経
験
の
中
で
、
自
分
磨
き
が
出
来
、
就
職

も
将
来
の
夢
も
見
つ
け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
少
し
で
も
恩
返
し
が
出
来
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
待
っ
て
い
て
下
さ
い
。
Ｎ

ｉ
Ａ
Ｓ
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

シ ガ タツ ヤ

志賀 達哉君
①情報学部経営情報学科
②鎮西学院高校
③�昭和堂

私
は
、
学
部
の
時
と
合
わ
せ
て
六
年
間
大
学

に
い
ま
し
た
が
、
仲
間
と
共
に
勉
強
し
た
り
、

遊
ん
だ
り
と
大
変
充
実
し
た
学
生
生
活
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

四
月
か
ら
は
社
会
人
と
な
り
、
不
安
も
あ
り

ま
す
が
、
大
学
で
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
活
か

し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

後
輩
の
皆
さ
ん
へ
、
学
生
生
活
の
中
で
、
多

く
の
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
仲
間
と
共
に

悔
い
の
な
い
学
生
生
活
を
送
っ
て
下
さ
い
。

ノ ガミ タカ シ

野上 貴史君
①大学院工学研究科
②長崎総合科学大学工学部機械工学科
③�日本海事協会

イワナガ マサル

岩永 大君
①工学部機械工学科
②長崎総合科学大学附属高校
③新日本非破壊検査�

タ シマ トシロウ

田島 俊郎君
①工学部建築学科
②長崎工業高校
③�谷川建設

シオヅカ ノブヒト

塩塚 信人君
①大学院工学研究科
②九州共立大学
③�メイテック

オオ ク ボ スグル

大久保 卓君
①工学部船舶工学科
②ルーテル学院高校
③日本海運�

大
学
で
過
ご
し
た
４
年
間
は
、
私
に
と
っ
て

と
て
も
充
実
し
た
も
の
で
し
た
。
沢
山
の
素
敵

な
友
達
や
先
生
方
と
出
会
い
、
そ
の
お
陰
で
多

く
の
考
え
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
世

界
が
広
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

後
輩
の
皆
さ
ん
へ
、
目
標
を
持
ち
悔
い
の
残

ら
な
い
よ
う
な
学
生
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

①学部・学科
②出身校
③就職先
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２
月
２６
日
�
〜
３
月
６
日
�
の

９
日
間
の
日
程
で
、
工
学
部
建
築

学
科
の
３
年
生
１３
名
（
男
子
８
名
、

女
子
５
名
）
が
海
外
研
修
を
実
施

し
た
。
今
回
は
同
学
科
の
鮫
島
和

夫
教
授
が
引
率
し
、
ゴ
シ
ッ
ク
・

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
バ
ロ
ッ
ク
・

ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
・
キ
ュ
ビ
ズ

ム
建
築
と
街
並
の
世
界
遺
産
周
遊

９
日
間
「
歴
史
的
街
並
と
ア
ー
ル

ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
建
築
の
宝
庫
・
中
央

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
５
カ
国
研
修
の
旅
」

と
題
し
、
チ
ェ
コ
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
等
を
訪
問
し
た
。

こ
れ
は
、
同
学
科
の
授
業
科
目

「
建
築
学
海
外
研
修
」
と
し
て
毎

年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
渡
航

費
用
の
一
部
を
大
学
が
補
助
し
て

い
る
。

参
加
し
た

学
生
は
国
際

交
流
と
異
文

化
に
つ
い
て

学
び
、
良
い

刺
激
を
受
け

た
貴
重
な
体

験
と
な
っ
た
。

長
崎
総
合
科
学
大
学
「
Ｎ
ｉ
Ａ

Ｓ
夢
工
房
」【
リ
ー
ダ
ー：

藤
井

孝
行
君
（
情
報
学
部
知
能
情
報
学

科
４
年
）、

顧
問：

谷

昇
共
通
教

育
セ
ン

タ
ー
教

授
】が「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
学

ロ
ボ
コ
ン

２
０
０
９
〜
Ａ
Ｂ
Ｕ
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
ロ
ボ
コ
ン
代
表
選
考
会
」
に

厳
し
い
書
類
選
考
と
ビ
デ
オ
選
考

を
通
過
し
て
見
事
、
２
年
ぶ
り
１０

回
目
の
出
場
を
決
め
た
。

「
第
二
次
選
考
」
を
通
過
し
た

の
は
、
全
国
で
わ
ず
か
２０
チ
ー
ム
。

こ
の
う
ち
、
九
州
で
は
、
本
学
を

含
め
３
大
学
。
九
州
の
私
立
大
学

で
は
唯
一
出
場
を
決
め
た
。

過
去
に
は
準
優
勝
１
回
、
ベ
ス

ト
４
進
出

２
回
を
は

じ
め
、
数

々
の
賞
を

受
賞
す
る

な
ど
輝
か

し
い
実
績

を
残
し
て

お
り
、
今
回
悲
願
の
日
本
一
の
夢

を
目
指
す
。

大
会
は
２
０
０
９
（
平
成
２１
）

年
６
月
７
日
�
に
東
京
都
渋
谷
区

の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少

年
総
合
セ
ン
タ
ー
大
体
育
室
に
て

開
催
さ
れ
る
。

○
建
築
学
科
の
海
外
研
修

２
０
０
７
年
度
…
ド
イ
ツ
、
パ
リ

２
０
０
６
年
度
…
ス
ペ
イ
ン
、ポ
ル
ト
ガ
ル

２
０
０
５
年
度
…
ト
ル
コ

２
０
０
４
年
度
…
フ
ラ
ン
ス
、ス
ペ
イ
ン

２
０
０
３
年
度
…
イ
タ
リ
ア

２
０
０
２
年
度
…
ス
ペ
イ
ン

４
月
２３
日
�
〜
２７
日
�
に
開
催

さ
れ
た
「
２
０
０
９
長
崎
帆
船
ま

つ
り
」
に
今
年
も
本
学
工
学
部
船

舶
工
学
科
が
企
画
参
加
し
、
大
勢

の
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
っ
た
。

長
崎
帆
船
ま
つ
り
は
毎
年
、
長

崎
港
周

辺
（
長

崎
水
辺

の
森
公

園
、
松

が
枝
国

際
観
光

埠
頭
な

ど
）
で

帆
船
の
海
上
パ

レ
ー
ド
や
体
験

ク
ル
ー
ズ
、
船

内
公
開
、
打
ち

上
げ
花
火
な
ど

が
実
施
さ
れ
、

多
く
の
観
光
客

で
賑
わ
う
ビ
ッ

グ
イ
ベ
ン
ト
。

本
学
船
舶
工

学
科
と
海
洋
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
セ
ン
タ
ー
は

「
ソ
ー
ラ
ボ
ー
ト
の
試
乗
・
展

示
」
と
「
船
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
教
室
・
水
槽
試
験
用
模
型
船
展

示
」
を
４
月
２５
日
�
と
２６
日
�
に

実
施
。
今
年
は
天
候
不
順
で
肌
寒

い
な
か
で
の
帆
船
ま
つ
り
と
な
っ

た
が
、
ど
ち
ら
も
大
盛
況
だ
っ
た
。

「
ソ
ー
ラ
ー
ボ
ー
ト
の

試
乗
・
展
示
」
は
、
船
舶

工
学
科
の
「
夢
の
船
研
究

会
」
の
学
生
有
志
と
林
田

滋
教
授
が
中
心
と
な
り
、

毎
年
実
施
。
ボ
ー
ト
は
長

さ
４
メ
ー
ト
ル
、
幅
１
・

４
メ
ー
ト
ル
。
太
陽
光
発

電
を
利
用
し
て
動
く
仕
組

み
で
、
主
に
イ
ベ
ン
ト
用

と
し
て
活
用
し
、
一
昨
年

は
大
学
対
岸
の
牧
島
を
一
周
し
た

こ
と
も
。ま
た
、１
人
乗
り
の
ソ
ー

ラ
ー
ボ
ー
ト
で
は
、
毎
年
福
岡
県

の
柳
川
な
ど
で
の
大
会
に
も
参
加

し
、
好
成
績
を
納
め
て
い
る
。

T
o
p
ics

建
築
学

海
外
研
修

1

3

祝

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
学
ロ
ボ
コ
ン
２
０
０
９

〜
Ａ
Ｂ
Ｕ
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
ロ
ボ
コ
ン
代
表
選
考
会
〜

出
場
決
定

2

長崎総合科学大学「NiAS 夢工房」の
大学ロボコンでの過去の成績

第６回（１９９７）「プレミアム・ナビゲーター」…準優勝

第７回（１９９８）「ミラクル・タワー」…ベスト４＆技術賞

第８回（１９９９）「ロボ・サッカー」…初戦敗退

第９回（２０００）「スノー・ファイター」…２度目の技術賞獲得

第１１回（２００２）「富士山頂をめざせ�」…ベスト４＆デザイン賞

第１２回（２００３）「タクローの覇者」…ベスト８＆アイデア賞

第１３回（２００４）「織姫と彦星」…初戦敗退

第１５回（２００６）「ツインタワービルダー」…予選リーグ敗退

第１６回（２００７）「ハロン湾の伝説」…予選リーグ敗退

「
長
崎
帆
船
ま
つ
り
」に

船
舶
工
学
科
が
企
画
参
加

今年は全国的にも珍しい女性の
多いチーム。作業にも積極的。

今年度「NiAS夢工房」のメンバー

ザルツブルク城を背後に記念撮影

ソーラボートの試乗

世界遺産チェスキークロムロフ

船のペーパークラフト教室
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本
学
で

学
ん
で
い
る
こ
と

今
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

今
後
の
抱
負

５
月
１６
日
�
、
１７
日
�
の
２
日

間
に
わ
た
っ
て
長
崎
水
辺
の
森
公

園
で
開
催
さ
れ
た
、
Ｋ
Ｔ
Ｎ
テ
レ

ビ
長
崎
開
局
４０
周
年
記
念
の

「
２
０
０
９
Ｋ
Ｔ
Ｎ
の
日
水
辺
の

森
か
ら
�
あ
り
が
と
う
�」
に
今

年
も
工
学
部
機
械
工
学
科
の
藤
川

卓
爾
教
授
と
研
究
室
の
学
生
た
ち

が
参
加
し
た
。

藤
川
研
究
室
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
た
め
の
県
民
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
「
チ
ー
ム
長
崎
」
を
啓
蒙
す
る

な
ど
を
目
的
と
し
た
「
エ
コ
ゾ
ー

ン
」
の
中
央
部
で
、
一
昨
年
よ
り

始
め
た
「
自
転
車
発
電
」
に
参
画
。

こ
れ
は
、
自
転
車
を
こ
い
で
発

電
し
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ミ
シ
ン
で
ぞ

う
き
ん
を
縫
っ
た
り
、
レ
コ
ー
ド

プ
レ
ー
ヤ
ー
を
演
奏
し
た
り
、

シ
ャ
ボ
ン
玉
を
作
っ
た
り
す
る
こ

と
に
よ
り
、
電
気
の
大
切
さ
を
実

感
し
て
も
ら
う
も
の
。
今
回
は
自

転
車
や
手
回
し
の
発
電
機
で
動
く

「
ミ
ニ
四
駆
」
が
初
登
場
し
、
子

ど
も
に
大
人
気
だ
っ
た
。

３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
制
作
や
音
楽
制
作
、

映
像
編
集
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

映
像
作
品
に
は
様
々
な
要
素
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
Ｃ
Ｇ
を
制
作

す
る
た
め
の
人
体
に
つ
い
て
の
知

識
や
、
モ
ノ
の
質
感
。
映
像
の
雰

囲
気
を
演
出
す
る
た
め
の
音
楽
。

見
る
人
の
目
を
引
く
エ
フ
ェ
ク
ト
。

こ
の
よ
う
に
、
映
像
作
品
の
制

作
に
は
多
く
の
知
識
が
必
要
に
な

る
の
で
す
が
作
品
が
完
成
し
た
と

き
に
は
得
難
い
達
成
感
を
味
わ
う

こ
と
が
出
来
ま
す
。

よ
り
魅
力
的
な
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
を
制

作
す
る
た
め
に
、
リ
ア
ル
な
質
感

の
Ｃ
Ｇ
や
、
逆
に
３
Ｄ
と
は
思
え

な
い
よ
う
な
絵
画
的
な
質
感
を
作

る
た
め
の
手
法
を
研
究
中
で
す
。

そ
し
て
様
々
な
コ
ン
ペ
に
出
展
す

る
た
め
に
、
次
の
映
像
作
品
の
構

想
を
練
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
思
い
描
く
世
界
を
映
像

作
品
と
し
て
自
由
に
表
現
出
来
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

ま
だ
ま
だ
や
っ
て
み
た
い
表
現

や
作
っ
て
み
た
い
も
の
は
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
、

好
き
な
こ
と
を

勉
強
出
来
る
学

生
と
い
う
時
間

の
う
ち
に
、
た

く
さ
ん
の
も
の

を
作
り
た
い
で

す
。２

月
１４
日
に

開
催
さ
れ
た

「H
eA

rt２００８
N

agasaki

長
崎

水
辺
の
映
像

祭
」
の
授
賞
式
。

見
事
、
特
別
賞
の
高
原
寛
賞
を
授

賞
し
た
福
井
君
。
本
学
の
知
能
情

報
学
科
の
学
生
は
３
年
連
続
授
賞

の
快
挙
。

福
井
君
の
今
後
の
さ
ら
な
る
飛

躍
と
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

※「
高
原
寛
記
念
賞
」と
は
、一
昨
年
死
去
さ

れ
た
長
崎
市
の
写
真
・
映
像
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
会
社
元
社
長
の
高
原
寛
さ
ん
の
功
績
を

記
念
し
、
昨
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
た
賞
。

学学
位位（（
博博
士士
号号
））取取
得得

伴
�
正
志
建
築
学
科
准
教
授

が
、
平
成
２１
年
３
月
神
戸
大
学

よ
り
博
士
（
工
学
）
の
学
位
を

授
与
さ
れ
た
。

論
文
題
目
は
「
居
住
地
の
環

境
単
位
に
関
す
る
研
究
」。
同

准
教
授
の
専
攻
分
野
は
建
築
学
、

専
門
分
野
は
建
築
計
画
・
地
域

計
画
。
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
。

長崎総合科学大学附属高等学校卒業。
本学情報学部知能情報学科を今春卒業。
現在、本学大学院在学中。

工
学
部
機
械
工
学
科

が
「
自
転
車
発
電
」

で
イ
ベ
ン
ト
参
加

4

「HeArt２００８Nagasaki 長崎水辺の
映像祭」で見事、特別賞の高原寛賞

を授賞した福井翔平君

授
賞
式
で
は
恩
師
の
池
末
教
授

よ
り
記
念
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
贈
呈

さ
れ
た
。

▲「自転車発電」の様子

研究室の池末純一教授から指導を受ける

福井君が制作した高品位のＣＧ映像

▲

子
ど
も
に
大
人
気
の「
ミ
ニ
四
駆
」
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産官学連携センター長

池上 国広教授

産
官
学
連
携
の

更
な
る
深
化
に
向
け
て

長
崎
総
合
科
学
大
学
で
は
、
昨

年
８
月
に
新
し
く
「
産
官
学
連
携

セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
い
た
し
ま
し

た
。「
産
学
官
」
と
い
う
の
が
通

例
で
す
が
、
敢
え
て
「
学
」
を
最

後
に
持
っ
て
き
た
の
は
、「
産
」

と
「
官
」
を
後
か
ら
し
っ
か
り
と

支
え
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
で
す
。

本
学
は
、
１
９
４
３
年
の
創
立

以
来
、
地
方
大
学
の
あ
り
方
と
し

て
「
地
域
と
の
共
生
」「
地
域
再

生
へ
の
貢
献
」
を
掲
げ
、
県
内
唯

一
の
理
工
系
の
私
立
大
学
と
し
て
、

技
術
支
援
や
人
材
育
成
に
よ
る
地

域
企
業
と
の
科
学
技
術
・
産
業
分

野
に
お
け
る
密
接
な
協
力
関
係
を

構
築
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
は
、
先

生
方
個
人
の
活
動
に
頼
っ
て
い
た

面
が
大
き
く
、
自
ず
か
ら
限
界
が

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
と

こ
ろ
で
、
最
近
の
大
学
を
取
り
巻

く
状
況
の
急
激
な
変
化
に
よ
り
、

大
学
は
、「
深
く
真
理
を
探
求
し

て
新
た
な
知
見
を
創
造
し
、
こ
れ

ら
の
成
果
を
広
く
社
会
に
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
発
展
に

寄
与
す
る
も
の
と
す
る
。（
教
育

基
本
法
）」
と
し
て
、
第
３
の
使

命
と
し
て
の「
社
会
貢
献
」が
益
々

強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
力
に
推
し

進
め
る
た
め
に
は
、
個
人
主
体
の

対
応
か
ら
全
学
的
か
つ
組
織
的
な

対
応
へ
と
転
換
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
本
セ

ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

本
セ
ン
タ
ー
の
主
要
な
業
務
と

し
て
、「
産
官
学
連
携
に
よ
る
技

術
開
発
・
持
続
可
能
な
社
会
開
発

の
推
進
」、「
知
的
財
産
の
創
出
・

活
用
の
推
進
」、「
競
争
的
資
金
に

よ
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
獲

得
・
推
進
」
を
掲
げ
、
兼
担
教
員
、

産
官
学
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

学
科
等
代
表
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

事
務
局
に
研
究
助
成
推
進
課
を
配

置
し
て
、
精
力
的
な
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
技

術
相
談
、
講
演
会
・
交
流
会
等
に

よ
る
情
報
発
信
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
オ

フ
ィ
ス
の
提
供
に
よ
る
起
業
支
援

等
々
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を

展
開
し
て
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
親

し
ま
れ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
大
学
の
教
育
研
究

成
果
の
社
会
へ
の
提
供
の
形
は
、

究
極
的
に
は
知
財
と
人
財
（
材
）

に
集
約
さ
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

知
財
に
関
し
て
は
、「
大
学
や
研

究
機
関
の
活
動
が
社
会
全
体
に
お

け
る
知
的
財
産
の
創
造
に
資
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
研
究
成

果
の
普
及
に
積
極
的
に
努
め
る
こ

と
は
大
学
の
責
務
で
あ
る
。（
知

的
財
産
基
本
法
）」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
学
で
は
、
研
究
成
果
を

知
財
の
形
に
ま
と
め
る
こ
と
を
義

務
化
し
、
原
則
機
関
帰
属
と
し
て
、

特
許
の
申
請
か
ら
活
用
ま
で
大
学

が
責
任
を
持
っ
て
進
め
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
知
財
教

育
に
も
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
こ

の
４
月
か
ら
大
学
院
の
学
生
を
対

象
と
し
た
「
知
的
財
産
権
特
論
」

を
開
講
し
て
い
ま
す
。
こ
の
開
講

に
対
し
て
は
、
�
発
明
協
会
長
崎

県
支
部
殿
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
頂
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
無
料
開
放
講
座
」
と
し
て
社
会

人
の
方
に
も
開
放
し
て
い
ま
す
。

大
学
が
人
財
（
材
）
を
社
会
に

送
り
出
す
こ
と
は
、
大
学
の
教
育

研
究
成
果
の
社
会
還
元
そ
の
も
の

で
あ
り
、
最
も
重
要
な
社
会
貢
献

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の

人
財
（
材
）
が
社
会
の
要
請
に
応

え
得
る
人
材
と
し
て
育
つ
た
め
に

は
、
産
官
学
が
連
携
し
た
育
成
が

必
要
で
す
。
長
崎
県
と
も
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
具
体
的
内
容
に
つ

い
て
の
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
産
官
学
連
携
の
成

功
事
例
は
、
産
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ

い
た
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

大
学
に
お
け
る
研
究
成
果
が
社
会

に
貢
献
す
る
た
め
に
は
、
社
会
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
て
研
究

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
れ
に
は
、
産
官
学
の
間
の

情
報
交
換
、
技
術
交
流
が
大
切
で

あ
り
、
そ
の
交
流
の
場
所
を
提
供

す
る
の
が
、
本
セ
ン
タ
ー
の
最
も

重
要
な
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
学
の
敷
居
は
決
し
て
高
く
あ
り

ま
せ
ん
。
産
官
学
連
携
に
は
「
イ

コ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の
思
想
で

取
り
組
む
べ
き
で
す
。
理
想
は
、

本
セ
ン
タ
ー
が
産
官
学
の
人
た
ち

の
サ
ロ
ン
に
な
る
こ
と
で
す
。
多

く
の
方
に
気
軽
に
足
を
運
ん
で
も

ら
い
、
実
の
あ
る
交
流
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

長
崎
総
合
科
学
大
学

で
は
、
平
成
２１
年
度
よ

り
知
的
財
産
教
育
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
、
大
学
院
工
学
研
究
科
に

お
い
て
授
業
科
目
「
知
的
財
産
権

特
論
」（
前
期
・
後
期
）
を
開
講
。

４
月
１０
日
�
、
学
内
に
て
第
１
回

目
の
講
義
を
行
っ
た
。
併
せ
て
、

本
講
義
は
社
会
人
に
も
無
料
開
放

し
、
知
的
財
産
学
習
の
機
会
を
広

く
地
域
の
方
々
に
提
供
し
、
弁
理

士
や
知
的
財
産
管
理
技
能
士
の
資

格
取
得
の
支
援
を
行
う
。

第
１
回
講
義
は
受
講
者
３９
名

（
う
ち

社
会
人
１０
名
）。
本
学

の
前
知
的
財
産
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

飯
野

顕

氏
が
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
を
担
当
し
た
。
担
当
者
は
、

本
学
教
員
の
他
に
、
知
的
財
産
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
、
�
発
明
協
会
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
な
ど
外
部
機
関
の
協
力

も
得
て
、
前
期
に
「
知
的
財
産
権

特
論
�
」、
後
期
に
「
知
的
財
産

権
特
論
�
」
と
い
う
科
目
名
で
、

そ
れ
ぞ
れ
１５
回
の
講
義
が
実
施
さ

れ
る
予
定
。

ハハ
ウウ
スス
テテ
ンン
ボボ
スス

「「
長長
崎崎
次次
世世
代代
エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー

パパ
ーー
クク
」」
にに
本本
学学
もも
参参
画画

今
年
３
月
２４
日
に
オ
ー
プ
ン
し

た
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
（
佐
世
保

市
）
の
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー

ク
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
は
、

長
崎
県
、
佐
世
保
市
、
ハ
ウ
ス
テ

ン
ボ
ス
、
九
州
電
力
、
電
源
開
発
、

長
崎
総
合
科
学
大
学
、
佐
世
保
高

専
の
八
者
が
産
官
学
連
携
で
運
営

し
て
い
る
。
地
球
環
境
と
調
和
し

た
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方

に
つ
い
て
広
く
国
民
の
理
解
の
増

進
を
図
る
た
め
、
国
が
全
国
１３
ヶ

所
を
認
定
。
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
は

国
内
最
大
級
の
太
陽
光
発
電
設
備

を
備
え
、
本
学
工
学
部
船
舶
工
学

科
の
中
尾
浩
一
准
教
授
ら
も
協
力

し
、
基
本
設
計
を
手
掛
け
た
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
を
利
用
し
た
環
境
に

や
さ
し
い
電
気
推
進
旅
客
船
や
小

型
電
動
ボ
ー
ト
も
運
航
さ
れ
る
。

産

官

学

連

携

社会人も受講した「知的財産権特論」講義の様子

知知的的財財産産教教育育へへのの取取りり組組みみ
社社会会人人開開放放講講義義ががススタターートト

中尾准教授が基本設計した電気推進旅客船
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「「
ババ
イイ
オオ
ママ
スス
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム

ｉｉ
ｎｎ
長長
崎崎
」」
でで
坂坂
井井
教教
授授
がが
講講
演演

３
月
６
日
�
１３：

００
〜
１６：

４０
、

長
崎
県
農
協
会
館
７
階
大
会
議
室

（
長
崎
市
出
島
町
１
番
２０
号
）
で

農
林
水
産
省
平
成
２０
年
度
環
境
バ

イ
オ
マ
ス
総
合
対
策
推
進
事
業

「
バ
イ
オ
マ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ

長
崎
」（
主
催：

九
州
バ
イ
オ
マ

ス
発
見
活
用
協
議
会

共
催：
長

崎
県
、
長
崎
大
学
環
境
科
学
部
、

長
崎
総
合
科
学
大
学
）
が
開
催
さ

れ
、
企
業
、
官
公
庁
、
大
学
関
係

者
な
ど
約
１
２
０
名
が
出
席
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
本

学
人
間
環
境
学
部
の
坂
井
正
康
教

授
が
「
地
球
温
暖
化
と
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
と
題
し
て
講

演
し
た
。

同
教
授
は
バ
イ
オ

マ
ス
か
ら
の
ガ
ス
化

メ
タ
ノ
ー
ル
合
成
、

浮
遊
外
熱
式
高
カ
ロ

リ
ー
ガ
ス
化
の
発
案

な
ど
、
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に

関
す
る
研
究
の
第
一

人
者
。
現
在
、
農
林

水
産
省
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は

じ
め
、
様
々
な
産
官
学
連
携
に
よ

る
研
究
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年

２
月
末
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で

の
質
疑
応

答
で
も
、

同
教
授
の

研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

が
話
題
に

な
っ
た
。

ま
た
、

長
崎
新
聞

（
平
成
２１

年
３
月
２０

日
）
、
日

本
農
業
新

聞
（
平
成

２１
年
４
月

１４
日
）
に
お
い
て
も
、
同
教
授
の

先
進
的
な
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
・
開

発
に
関
し
て
掲
載
さ
れ
た
。

長長
崎崎
県県
産産
官官
学学
連連
携携
人人
材材
育育
成成
事事
業業

シシ
ンン
ポポ
ジジ
ウウ
ムム
「「
組組
込込
みみ
ソソ
フフ
トト
のの

現現
状状
とと
将将
来来
」」
開開
催催
ささ
れれ
るる

２
月
２８
日
�
、
本

学
シ
ー
サ
イ
ド
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
第

６
回
学
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
組
込

み
ソ
フ
ト
の
現
状
と

将
来

〜
次
世
代
自

動
車
と
医
療
へ
の
応

用
に
向
け
て
〜
」
が

開
催
さ
れ
た
。

現
在
、
情
報
家
電
や
自
動
車
な

ど
わ
た
し
た
ち
の
生
活
の
身
近
な

製
品
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
基
礎
的
な
知
識
と
将
来

展
望
に
つ
い
て
、
長
崎
大
学
と
長

崎
総
合
科
学
大
学
、
長
崎
県
が
連

携
し
て
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
た
。

ＪＪ
ＡＡ
ＸＸ
ＡＡ
とと
本本
学学
がが
共共
同同
研研
究究
契契
約約
をを
締締
結結

平
成
２０
年
１１
月
、「
先
進
複
合

材
の
液
相
中
環
境
試
験
評
価
法
に

関
す
る
研
究
」
を
テ
ー
マ
に
、
本

学
と
独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
研
究

開
発
本
部
材
料
グ
ル
ー
プ
と
が
共

同
研
究
で
契
約
書
を
交
わ
し
た
。

こ
の
共
同
研
究
は
、
液
相
環
境

（
水
や
海
水
等
）
が
先
進
複
合
材

の
強
度
に
与
え
る
影
響
に
関
し
て
、

適
切
な
試
験
・
評
価
法
に
向
け
た

知
見
の
獲
得
、
お
よ
び
液
相
環
境

中
の
基
礎
デ
ー
タ
の
取
得
を
目
的

と
し
て
い
る
。

本
学
は
、
大
学
院
工
学
研
究

科
・
工
学
部
機
械
工
学
科
の
矢
島

浩
教
授
、
渡
邊
栄
一
教
授
、
谷

野
忠
和
准
教
授
、
仲
尾
晋
一
郎
准

教
授
が
担
当
す
る
。ま
た
、Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
で
は
本
学
大
学
院（
博
士
課
程
）

修
了
の
星

光
氏
も
担
当
す
る
。

【
こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
の
関
係
】

■
平
成
１４
年
４
月
〜平

成
１８
年
３
月

学
生
の
国
内
留
学：

星

光
君

（
Ｍ
（
修
士
課
程
）
２
年
、
Ｄ

（
博
士
課
程
）
１
〜
３
年
）

■
平
成
１８
年
４
月
〜平

成
２１
年
３
月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員：

星

光
君
（PostD

octor

）

■
平
成
２０
年
３
月
〜平

成
２０
年
１２
月

学
生
の
国
内
留
学：

村
上
貴
志
君

（
Ｍ
２
年
）

□
平
成
１８
年
４
月
〜

共
同
研
究：

「
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
材
の

海
水
中
疲
労
強
度
に
関
す
る
研

究
」

□
平
成
１９
年
４
月
〜

共
同
研
究：

「
Ｙ
Ｓ
―
１
１
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
材
の
残
余
強

度
評
価
に
関
す
る
研
究
」

□
平
成
２０
年
４
月
〜

共
同
研
究：

「
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
材
修

理
部
の
強
度
評
価
に
関
す
る
研

究
」

坂井正康教授の講演の様子

JAXAと本学の関係者

本学でのシンポジウムの様子

JAXAの永尾氏（左）と本学の慎常務理事
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平
成
２１
年
度
長
崎
総
合
科
学
大
学
附
属
高
等
学

校
の
入
学
式
が
、
４
月
８
日
�
１３
時
３０
分
よ
り
本

学
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
館
大
講
義
室

で
挙
行
さ
れ
た
。

時
津
政
憲
校
長
が
新
入
生
１
２
５
名
の
入
学
を

許
可
し
、長
崎
総
合
科
学
大
学
の
建
学
の
精
神「
自

律
自
彊
」「
実
学
実
践
」「
創
意
創
新
」「
宇
内
和

親
」
を
も
と
に
「
自
ら
の
行
動
に
誇
り
と
自
信
を

持
て
る
高
校
生
活
を
歩
む
こ
と
、
自
分
の
中
に
秘

め
ら
れ
た
大
き
な
宝
を
引
き
出
す
努
力
を
継
続
す

る
こ
と
、
本
当
の
意
味
で
の
人
間
的
魅
力
と
賢
さ

を
備
え
た
人
間
と
な
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
、

『
和
』
の
心
を
大
切
に
す
る
こ
と
」
の
４
つ
の
お

願
い
を
式
辞
の
中
で
述
べ
た
。

続
い
て
、
今
年
４
月
よ
り
長
崎
総
合
科
学
大
学

の
学
長
に
就
任
し
た
貴
島
勝
郎
学
長
か
ら
「
知
性

を
磨
き
、
体
力
を
鍛
え
、
自
己
研
鑽
に
励
ま
れ
る

こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」
と
の
祝
辞
が
あ
り
、
中
村

昭
夫
附
属
高
等
学
校
育
友
会
会
長
か
ら
「
大
学
と

連
携
し
た
教
育
環
境
を
持
つ
本
校
で
、
教
師
と
生

徒
が
一
体
と
な
る
師
弟
同
行
の
精
神
を
発
揮
し
て
、

勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
に
励
み
自
分
の
目
標
を
達
成
で

き
る
よ
う
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
の
言

葉
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
入
学
生
代
表
生
が
宣
誓

を
行
っ
た
。

今
年
は
新
設
さ
れ
た「
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入
試（
一

般
、
優
待
、
特
待
）」
を
利
用
し
て
入
学
し
た
生

徒
も
含
ま
れ
て
い
る
。

小嶺忠敏総監督（長崎総合科学大学教授）を招き、注目を浴びる新生「サッカー部」の
最近の動向に迫る！

長崎総合科学大学附属高等学校

ササッッカカーー部部
○サッカー界のカリスマ「小嶺忠敏」教授が長崎総合科学
大学並びに附属高等学校サッカー部の総監督に就任

小嶺忠敏氏は長崎総合科学大学教授として教鞭を執るとともに平成２０年度より、長崎総
合科学大学並びに長崎総合科学大学附属高等学校のサッカー部の総監督に就任している。

○充実した指導体制と設備で長崎総合科学大学附属高等
学校サッカー部を強化 日本一の夢を目指す！

附属高等学校では、サッカー部、ヨット部、野球部を強化指定クラブとし、特に
サッカー部は小嶺忠敏総監督以下、国見高校時代に選手として日本一を経験した定
方敏和教諭が監督に松林修一郎教諭がコーチに就任。充実した指導体制で、徹底し
た人材育成を行っている。
また、Ｖ・ファーレン長崎よりコーチとして選手を派遣していただき、附属高等

学校サッカー部を指導していただいている。
サッカー部では、専用の遠征用バスも完備。日本一の夢を目指す！

附
属
高
等
学
校

入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式

入学生代表生の宣誓

サッカー部専用バス

附属高等学校入学式の様子
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………………………………………………………

………………………………………………………

★スタッフについて

総監督：小嶺 忠敏 教授
監 督：定方 敏和 教諭
コーチ：松林修一郎 教諭
主 将：松本 隆太 君（３年生）
部 員：５３名（３年生：７名、２年生：１２名、１年生：３３名、マネージャー：１名）

★GW期間中の遠征等

Ａグループ 熊本・広島・佐賀遠征（１日、２日………熊本：交流試合 ３試合）
（３～５日…………広島：もみじカップ ５試合）
（６日………………佐賀：佐賀商業交流試合 ３試合）

Ｂグループ 長崎フェスティバル （３日～５日………長崎東高校Ｇ ６試合）

★今後（今年度）のチーム目標と人材育成について
定方敏和監督に伺った。

『サッカー選手の前に一人前の人間性を磨け！』
一流の選手でも社会に出たならば、１人の『人』です。

ですから、『人間性』を、この３年間で磨き上げてほしい
と思います。
素晴らしい人間性を持つ

ことにより、いいサッカー
選手になれると思いますの
で、強い意志を持ち一人ひ
とりが逞しい『人』を育成
していきたいと考えています。
まず、土台（人間性）を築き上げて、【闘える集団】をつくることが今年度の目標の一つでもあります。

【目先の勝利者ではなく、人生の勝利者になれ！】
総監督の小嶺先生が高校時代の私たちに伝えてくださった言葉です。

帆帆船船ままつつりりでで
美美術術部部がが銅銅賞賞！！

４月２３日�～２７日�に開催された「２００９長崎
帆船まつり」で附属高等学校美術部が大型ポス
ター制作で参加。見事、先賢大絵図「銅賞」を

受賞した。
美術部顧問・笹田
教諭引率のもと、盛
大な帆船まつりのな
か授賞式に参加した。

�表紙モデル紹介�
工学部 電気電子工学科 医療電子コース２年

（長崎県／純心女子高等学校出身） 松田彩智美さん
NiAS のココがスゴイ！：
最先端の医療機器を取り扱うスペシャリストである国家資格「臨床工
学技士」の夢に向かって、勉強中です。
医療電子コースの実習室はたくさんの
機器が揃っていて、これからの実習が
楽しみです。

好きな授業：
電気電子基礎実験
機器の取り扱いと使用方法、データの
取り方、グラフ用紙の扱い方など、「実
験の進め方」と「実験報告書の書
き方」を学んでいます。レポート
は大変ですが、とても楽しいです。

長崎のオススメスポット：
稲佐山（夜景がきれい）
。。。ですが、長崎総合科学大学の
目前に広がる碧い網場湾の海が素
敵で癒されますよ！
ペンギン水族館のペンギンもとて
もかわいい！
ぜひ、一度オープンキャンパス
へ！

平
成
２１
年
度

附
属
高
等
学
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す

第
１
回：

８
月
１
日
�

サッカー部長崎総合科学大学
附属高等学校

アクセス急増中！
Check サッカー部ブログ

http://blog.goo.ne.jp/nias_sada/

▼

附属高等学校美術部は毎年参加。
また、その様子を写真部の部員が撮影。

左から松林コーチ、小嶺総監督、定方監督

小嶺総監督の指導にも熱が入る
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実
験
設
備
見
学
の
様
子

編

集

後

記

■
参
加
申
込
み
受
付
中

２
０
０
９

長
崎
総
合
科
学
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

■
資
料
請
求
受
付
中

大
学
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
発
行

長
崎
総
合
科
学
大
学
の
大
学
案
内
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
２
０
１
０
年
度
版
が
完

成
し
ま
し
た
。

■
ア
イ
デ
ア
募
集
中

全
国
高
校
生
ア
イ
デ
ア

コ
ン
テ
ス
ト

第
５
回
全
国
高
校
生
デ
ジ
タ
ル

メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

主
催：

情
報
学
部

知
能
情
報
学
科

経
営
情
報
学
科

第
１２
回
全
国
高
校
生
設
計

ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

主
催：

環
境
・
建
築
学
部

建
築
学
科

平
成
２１
年
度（
２
０
０
９
年
度
）

コ
ン
テ
ス
ト
募
集
要
項
配
布
中

特
典

・
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

者
は
、
特
待
生
Ｂ
※
の
出
願
資
格
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。「
Ａ
Ｏ
（
特

待
生
）
入
試
」
で
選
考
。

・
な
お
、
１
、
２
年
生
が
最
優
秀
賞
、

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
場
合
は
、
受
験

該
当
年
度
に
特
待
生
Ｂ
で
出
願
す
る

権
利
を
有
す
る
。「
Ａ
Ｏ（
特
待
生
）

入
試
」
で
選
考
。

・
各
コ
ン
テ
ス
ト
の
最
優
秀
賞
受
賞

者
（
高
校
生
代
表
者
１
名
及
び
引
率

教
員
１
名
）
を
本
学
に
招
待
し
、
表

彰
式
で
表
彰
致
し
ま
す
。

■
出
前
講
義
、
体
験
学
習

申
込
み
受
付
中

Ｎ
ｉ
Ａ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー

豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー

本
学
で
は
進
路
指
導
や
総
合
的
な

学
習
に
活
用
い
た
だ
く
た
め
の
「
Ｎ

ｉ
Ａ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

大
学
で
の
教
育
・
研
究
の
エ
ッ
セ

ン
ス
や
最
新
の
成
果
等
を
生
徒
の
皆

さ
ん
へ
わ
か
り
易
く
お
話
し
す
る
も

の
で
す
。

体
験
学
習

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

高
等
学
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
、
進
路
指
導
の
一
環
と
し
て
、
本

学
の
施
設
・
設
備
を
利
用
し
た
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

特待生Ｂ 国立大学並みの学費

１．AO（特待生）入試
各種資格取得者、各種コンテスト、スポーツ・文化活動などの面で優秀であり、
入学後も継続して活動できる者から選考。

２．留学生前期入試
日本留学試験を受験した者で、「日本語」の成績が２５０／４００点以上の者から選考。

定員：２１名＋若干名
授業料を年間６００，０００円減免

２年間適用
（３、４年次の継続は審査する）

工 学 部 ９名＋若干名
情 報 学 部 ６名＋若干名
環境・建築学部 ６名＋若干名

こ
の
４
月
よ
り
入
試
広
報
課
へ
異

動
と
な
り
毎
日
が
勉
強
の
連
続
。

恥
ず
か
し
な
が
ら
右
も
左
も
分
か

ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
久
々
に
実

感
し
た
次
第
で
あ
る
。
同
じ
よ
う

な
思
い
を
こ
の
春
社
会
人
と
な
っ

た
本
学
Ｏ
Ｂ
達
も
経
験
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
？
経
済
不
況
で
厳

し
い
船
出
と
な
っ
て
い
る
と
思
う

が
ど
う
か
初
心
を
忘
れ
ず
一
社
会

人
と
し
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
願

う
。

こ
れ
か
ら
は
大
学
の
動
き
や
学
生

の
活
発
な
取
り
組
み
を
広
報
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｋ
）

本
学
に
今
年
４
月
よ
り
新
た
に

「
環
境
・
建
築
学
部
」
が
開
設
！

昨
年
、
長
崎
で
は
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の

た
め
、
試
験
的
に
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
が
実
施
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
年
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
。
高
速
道
路
は
Ｅ

Ｔ
Ｃ
の
千
円
効
果
で
大
渋
滞
。

全
国
各
地
の
行
楽
地
は
た
く
さ
ん

の
観
光
客
と
Ｃ
Ｏ
２
で
賑
わ
っ
た

に
違
い
な
い
。

世
の
中
、
矛
盾
は
つ
き
も
の
だ
が
、

「
エ
コ
」
と
「
エ
ゴ
」。
選
択
が

迫
ら
れ
る
時
代
か
も
し
れ
な
い
。

（
Ｔ
）

このＱＲコードで
本学携帯電話ホームページにアクセスできます

学生スタッフ

※NiAS（ニアス）は、大学の英文名
Nagasaki Institute of Applied Science の
略称です。

詳細は入試広報課または
大学ホームページ
（http://nias.jp）参照
問い合せ先：入試広報課
� 0120-801-253
E-mail：adm@NiAS.ac.jp
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